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明
治
の
黎
明
と
共
に
創
設
さ
れ
た
日
本
海
軍
は
、
我
が
国
近
代
化
の
先
駆
を
な
し
、
日
清
、
日
露
の
両
役
に
大
勝
を
博
し
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
、
世
界
第
三
位
の
海
軍
大
国
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
海
軍
の
急
速
な
増
強
に
伴
い
、
海
軍
燃
料
界
も
又
、
日
本
国
内
最
大
の
燃
料
需
要
家
と
し
て
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代

に
百
一
り
、
燃
料
の
生
産
、
技
術
、
政
策
等
各
般
に
亘
り
、
指
導
的
役
割
を
果
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
其
の
中
枢
的
存
在
は
、
徳
山

海
軍
燃
料
廠
で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
、
燃
料
部
門
か
ら
見
た
場
合
、
全
く
理
解
に
苦
し
む
あ
の
大
東
亜
戦
争
に
突
入
、
我
が
軍
の
勇
戦
空
し
く
、

三
年
有
余
に
し
て
鉾
を
納
む
る
の
巳
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
而
し
て
我
が
海
軍
は
、
創
設
以
来
僅
か
に
八
十
年
の
短
命
を
以
て
亡

び
、
海
軍
燃
料
界
も
又
、
落
日
の
海
軍
と
、
そ
の
運
命
を
倶
に
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
四
十
有
余
年
、
爾
来
今
日
ま
で
、
日
本
海
軍
は
、
内
外
の
歴
史
研
究
家
の
研
究
対
象
と
な
り
、
戟
史
、
教
育
、
制
度
、

人
物
等
各
方
面
に
百
一
る
、
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
今
回
、
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
が
前
例
の
砂
な
い
、
燃
料
廠
を
中
心
と
し
た
『
徳
山
海
軍
燃
料

廠
史
』
と
い
う
、
優
れ
た
研
究
論
文
を
編
纂
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
淘
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

思
う
に
、
さ
き
の
大
戦
に
よ
り
日
本
海
軍
は
消
滅
し
ま
し
た
が
、
永
年
に
百
一
り
培
わ
れ
た
技
術
と
精
神
は
、
あ
の
終
戦
直
後
の
混



乱
を
克
服
し
て
、
各
方
面
に
開
花
い
た
し
ま
し
た
。

中
で
も
海
軍
燃
料
界
の
数
千
の
技
術
者
達
は
、
戟
後
の
産
業
、
行
政
、
教
育
等
、
各
方
面
に
参
画
し
、
日
本
の
再
建
並
に
興
隆
に

計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
い
た
し
ま
し
た
。

而
し
て
是
等
多
く
の
技
術
者
達
の
揺
藍
の
地
が
徳
山
海
軍
燃
料
廠
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
き
、
旧
海
軍
の
一
人
と
し
て
本

史
の
編
纂
刊
行
に
限
り
な
い
感
慨
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

恐
ら
く
本
史
は
今
後
戦
史
研
究
者
の
必
読
の
善
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
学
協
同
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
り
ま
し

ょ
一
つ
○

此
処
に
本
史
の
研
究
編
纂
に
当
ら
れ
ま
し
た
脇
先
生
を
は
じ
め
関
係
諸
先
生
方
に
対
し
衷
心
よ
り
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
五
月

本
　
山
：
予
泉




